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労
働
者
ご
と
に
日
々
、
「
何
時

か
ら
何
時
ま
で
働
い
た
か
」
「
休

憩
時
間
は
何
分
か
」
を
記
録
し
た

労
働
時
間
の
管
理
が
で
き
て
い
ま

す
か
。
今
も
な
お
出
欠
の
み
の
出

面
表
を
出
勤
簿
と
し
て
い
る
場
合

は
、
始
業
と
終
業
・
休
憩
時
間
の

記
録
を
す
る
よ
う
切
り
替
え
ま
し

ょ
う
。
時
間
管
理
は
、
現
認
や
客

観
的
な
方
法
で
把
握
す
る
も
の
と

法
律
化
さ
れ
、

使
用
者
の
義
務

と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
規
入
場

者
教
育
や
朝

礼
、
手
待
ち
時

間
、
後
片
付
け
は
、
労
働
時
間
と

な
り
ま
す
し
、
建
設
業
特
有
の
移

動
時
間
も
時
間
管
理
に
は
欠
か
せ

な
い
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
記
録
方
法

が
自
己
申
告
に
よ
る
紙
や
エ
ク
セ

ル
の
出
勤
簿
で
あ
る
場
合
は
、
不

正
や
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
が
行
な
わ

れ
や
す
い
た
め
、
運
用
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。

働
き
方
改
革
下
で
は
、
労
働
は

悪
で
あ
る
か
の
よ
う
に
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
労
働
者
側
は
労

働
時
間
を
短
く
し
、
楽
を
し
て
稼

ご
う
と
い
う
発
想
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
会
社
側
は
、
い
か
に
安
く

長
く
働
か
せ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
る

か
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
労
使
で
労
働
時

間
の
捉
え
方
が
異
な
る
と
、
対
立

が
起
き
ま
す
。
「
何
の
た
め
に
働

く
か
？
」
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
、

労
使
双
方
で
労
働
時
間
の
認
識
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
時
間
管
理
に
関
し
て
も
建

設
業
だ
か
ら
例
外

と
い
う
も
の
は
な

く
な
り
、
他
業
種

と
同
様
に
労
働
法

が
厳
し
く
適
用
さ

れ
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
に
施
行
さ
れ
る

労
働
時
間
の
上
限
規
制
で
は
、
時

間
外
労
働
（
休
日
労
働
除
く
）
の

上
限
は
、
原
則
月
45
時
間
・
年
3

6
0
時
間
で
す
。
臨
時
的
な
特
別

の
事
情
が
あ
り
、
労
使
が
合
意
す

る
場
合
で
も
、時
間
外
労
働
は「
年

7
2
0
時
間
以
内
」
で
、
時
間
外

労
働
と
休
日
労
働
を
合
わ
せ
た
時

間
は
、
ひ
と
月
あ
た
り
1
0
0
時

間
未
満
、
2
〜
6
カ
月
そ
れ
ぞ
れ

の
平
均
が
80
時
間
以
内
で
す
。

労
働
時
間
の
現
状
把
握
と
、
所

定
労
働
や
休
憩
、
休
日
、
残
業
時

間
の
見
直
し
や
短
縮
へ
の
対
応

に
、今
す
ぐ
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

岩
戸

左
紀

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
無
料
職
業
紹
介
所（
所
長
＝
小
林
謙
二
学

校
長
）
は
8
月
31
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で「
募
集
、採
用
か

ら
育
成
・
定
着
ま
で
の
実
務
と
経
験
を
学
ぶ
研
修
会
」を
開
催
。主

に
登
録
事
業
所
向
け
に
行
な
っ
た
も
の
で
6
社
7
人
が
参
加
し
、

専
門
家
の
講
演
を
受
け
た
後
に
、
新
人
教
育
の
経
験
を
報
告
し
あ

い
、抱
え
て
い
る
悩
み
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
建
築
カ
レ
ッ
ジ
・
吉
川
新
吾

記
】
新
規
入
職
者
の
確
保
と
育
成

は
建
設
業
界
の
最
重
要
課
題
で
す

が
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
も

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

新
人
教
育
に
カ
レ
ッ
ジ
を
利
用

す
る
事
業
所
で
も
、
せ
っ
か
く
採

用
し
た
新
人
が
様
々
な
理
由
で
早

期
に
離
職
す
る
事
例
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、採
用
と
育
成

を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
将

来
の
担
い
手
不
足
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
挑

戦
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
は
こ
う
し
た
問

題
意
識
で
企
画
し
、
カ
レ
ッ
ジ
無

料
職
業
紹
介
所
の
登
録
事
業
所
と

こ
れ
ま
で
に
社
員
を
カ
レ
ッ
ジ
に

研
修
派
遣
し
た
事
業
所
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
開
か
れ
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
弁
護
士
で
中
小

企
業
診
断
士
の
藤
堂
武
久
さ
ん

（
青
葉
法
律
事
務
所
）
の
講
演
「
求

人
応
募
率
・
人
財
定
着
率
ア
ッ
プ

の
た
め
の
ク
イ
ズ
型
・
ゲ
ー
ム
型

研
修
」
を
受
け
ま
し
た
。
藤
堂
さ

ん
は
社
員
の
承
認
欲
求
に
応
え
な

が
ら
、
や
る
気
を
引
き
出
す
工
夫

を
具
体
的
に
紹
介
し
な
が
ら
、
採

用
・
定
着
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で

社
員
を
育
成
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
冒
頭
、
カ
レ
ッ
ジ

と
関
係
が
深
い
都
立
工
業
高
校
教

員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
、
高
校
側
の
意
向
や
進
路
指
導

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
高
校
教
員
か
ら
は
「
（
新

卒
者
は
）
即
戦
力
に
な
ら
な
い
。

育
て
る
環
境
と
体
制
の
整
備
が
重

要
。
早
期
離
職
は
そ
の
後
の
人
生

に
良
い
影
響
は
与
え
な
い
。
あ
る

程
度
の
自
信
が
つ
く
ま
で
て
い
ね

い
な
指
導
を
」
と
い
う
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

「
困
難
あ
っ
て
も

前
に
進
も
う
」

こ
の
後
で
、
参
加
し
た
事
業
所

す
べ
て
が
発
言
、
新
人
の
育
成
と

定
着
に
つ
い
て
悩
み
を
打
ち
明
け

ま
し
た
。「
社
員
大
工
制
度
を
始
め

た
当
初
は
『
一
人
も
脱
落
さ
せ
な

い
ぞ
』と
い
う
気
構
え
だ
っ
た
が
、

約
半
数
が
や
め
て
し
ま
い
、
今
は

『
こ
ん
な
も
の
か
な
』
と
い
う
思

い
に
」
「
仕
事
が
任
せ
ら
れ
る
技

術
・
技
能
の
水
準
に
な
か
な
か
到

達
し
な
い
」
「
一
定
年
数
が
経
つ

と
独
立
し
て
し
ま
う
。
社
員
の
ま

ま
で
い
ら
れ
る
道
も
あ
る
の
だ

が
」
「
地
方
か
ら
上
京
し
て
き
た

子
は
都
会
生
活
で
は
じ
け
て
し
ま

う
よ
う
で
生
活
指
導
が
大
変
。
実

家
か
ら
通
勤
で
き
る
人
の
方
が
良

い
」
な
ど
の
声
が
出
ま
し
た
。

一
方
で
、
学
校
で
の
学
び
と
現

場
の
実
務
経
験
を
結
び
つ
け
な
が

ら
若
者
を
育
て
る
活
動
の
意
義
に

つ
い
て
の
認
識
は
一
致
し
て
お

り
、
「
困
難
は
あ
っ
て
も
前
に
進

も
う
」
「
学
校
と
事
業
所
の
連
携

で
来
春
入
学
生
目
標
25
人
を
必
ず

達
成
し
よ
う
」
と
意
思
統
一
し
ま

し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
た
事
業
所

は
、相
羽
建
設
、大
野
建
設
、坂
口

建
設（
清
瀬
久
留
米
支
部
）、長
坂

工
芸
、
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｕ
Ｍ

Ｂ
Ｅ
Ｒ（
日
野
支
部
）、矢
田
建
設

の
6
社
で
し
た
。

【
作
業
主
任
者
】

木
造
建
築
物
の
組
立
て
10
月
21
日

〜
22
日
（
木
金
）
池
袋
、
1
万
1

5
0
0
円

地
山
・
土
止
め
（
掘
削
面
高
さ
が

2
ｍ
以
上
と
な
る
地
山
掘
削
と
土

止
め
支
保
工
）
10
月
26
日
〜
28
日

（
火
水
木
）
池
袋
、
1
万
7
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）①
10
月
30
日
〜
31
日（
土

日
）
府
中
国
立
支
部
会
館
、
②
11

月
16
日
〜
17
日
（
火
水
）
池
袋
、

1
万
1
5
0
0
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
10
月
19
日
〜
21
日
（
火
水
木
）

池
袋
、
1
万
9
5
0
0
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
10
月
6

日
〜
7
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万

4
5
0
0
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
の
能
力

向
上
教
育
（
お
お
む
ね
5
年
毎
の

再
教
育
）10
月
14
日（
木
）池
袋
、

8
5
0
0
円

足
場
①
10
月
8
日
（
金
）
池
袋
、

②
11
月
5
日
（
金
）
池
袋
、
7
5

0
0
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
10
月
5
日（
火
）

池
袋
、
8
千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
10
月
28
日

〜
30
日
（
木
金
土
）
池
袋
（
実
技

は
足
立
）
、
3
万
3
千
円

【
溶
接
】

ガ
ス
溶
接
10
月
15
日
〜
16
日
（
金

土
）
多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
（
立
川
市
）、1
万
6
5
0
0
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
10
月
26
日（
火
）

池
袋
、
1
万
円

※
建
設
機
械
・
玉
掛
技
能
講
習
の

講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
技
術

研
修
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
工
、
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
正
規
）

㈱
三
谷
工
業
（
北
支
部
）

☎
0
3
―
3
9
0
7
―
3
4
4
2

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

Ｓ
．
Ｆ
．
Ｃ
．
工
業
（
豊
島
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
9
9
9
―
2
6
9
3

電
工
（
正
規
）

小
林
電
設
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
7
1
―
3
3
5
4

と
び
、
土
工
、
空
調
設
備
工
事
等
（
正

規
）

㈲
山
本
工
業
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
8
8
4
―
1
6
6
5

塗
装
工
（
正
規
）

㈱
タ
ム
ラ
塗
装
（
足
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
1
3
2
1
―
8
5
8
6

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈱
菅
建
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
9
6
―
4
9
8
4

現
場
監
督
（
正
規
）

㈱
解
良
工
務
店
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
3
6
0
6
―
1
3
6
5

型
枠
解
体
（
正
規
）

㈱
新
和
建
設
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
7
5
―
0
7
9
0

軽
天
ボ
ー
ド
（
正
規
）

佐
々
木
興
業
（
八
王
子
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
2
2
1
―
4
1
0
6

消
防
、
配
管
工
（
正
規
）

㈱
Ａ
Ｐ
Ｅ
（
足
立
支
部
）

☎
0
3
―
5
2
8
4
―
7
4
8
5

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
林
田
工
業
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
7
0
6
―
0
4
7
3

解
体
工
（
正
規
）

㈲
田
村
興
業
（
江
東
支
部
）

☎
0
3
―
5
8
0
9
―
8
7
3
7

鉄
骨
工
（
正
規
）

㈲
東
方
工
業
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
4
4
―
1
4
1
1

解
体
工
、
電
工
、
営
業
、
事
務（
正
規
）

大
神
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
8
0
―
8
0
0
4
―
0
1
1
0

造
園
（
正
規
）

㈱
庭
の
い
ぶ
き
苑
（
江
東
支
部
）

☎
0
7
0
―
5
5
5
8
―
1
1
2
8

新
人
の
育
成
・
定
着
テ
ー
マ
に

東京建築
カレッジ

職
業
紹
介
所
が
研
修
会

第1部の藤堂講師（右上）による講演のようす68

時
間
管
理
に
は
例
外
な
し

労
働
及
び
休
憩
時
間
の
記
録
を

岩戸さん

求

人

求

職

求

人

求

人


